
こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに
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スポーツをすることは
「人権のひとつ」

● 
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集（
一
般
前
期
）

□
科
名

・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

・
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

□
募
集
期
間

　
11
月
27
日
㈪
～
令
和
６
年
１
月
11
日
㈭

□
試
験
日

　
令
和
６
年
１
月
14
日
㈰

□
と
こ
ろ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
授
業
料

　
無
料（
教
科
書
等
の
実
費
が
必
要
）

□
募
集
数

　
各
科
20
人

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

● 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
２
０
２
３
年
秋

　
募
集
説
明
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
は
、世
界
の
開
発
途
上

国
で
現
地
の
人
々
と
同
じ
目
線
で
生
活
し
、地

域
住
民
と
と
も
に
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
取
り

組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

□
と
き
　
11
月
12
日
㈰
　

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

□
と
こ
ろ
　
Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ（
大
分
市
）

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集
事
務
局

　
☎
０
９
２
‐
７
１
０
‐
５
３
１
０

●
行
政
書
士
無
料
相
談
会

□
と
き
　
11
月
15
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

□
と
こ
ろ

　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

　
４
０
３
会
議
室（
大
分
市
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

タ
ウ
ン
情
報　今年は例年になく、スポーツの世界的イベント

が多く開催され、選手個々の熱気あふれる姿が
感動と勇気を与えています。

　そのスポーツイベントの代表格である「オリンピッ
ク」のオリンピック憲章にある「オリンピズムの根
本原則」には、近代オリンピックの父と呼ばれる
ピエール・ド・クーベルタン男爵が提唱した「スポー
ツを通して心身を向上させ、さらには文化・国籍
など様 な々差異を超え、友情、連帯感、フェアプレー
の精神をもって理解し合うことで、平和でより良
い世界の実現に貢献する」というオリンピックの精
神が引き継がれています。

　その上で、「すべての個人はいかなる種類の
差別も受けることなく、（中略）スポーツをする機
会を与えられなければならない」、「このオリンピッ
ク憲章の定める権利および自由は人種、肌の色、
性別、性的指向、（中略）出自やその他の身分
などの理由による、いかなる種類の差別も受ける
ことなく、確実に享受されなければならない」など、
人権に係る項目がいくつか列挙されています。

　そのような中、令和４年3月アイルランドの首都
ダブリンで開かれた体操競技の表彰式で、とて
も悲しい出来事が起こり、その様子がSNSを中
心に拡散され「人種差別だ」とする批判が相次ぎ
ました。嬉しそうにメダルの授与を待つ子供たち
に競技関係者が次 と々メダルを掛けていきますが、
なぜか黒人の少女だけその順番を飛ばされてし
まいます。ほかの子にメダルが掛けられていく様
子を困惑した表情で見つめる少女をフォローする
人は誰もいません。

　関係者は、過ちに気付き、後にメダルを授与し
たと語っていますが、少女とその家族に対する謝
罪は、それから約1年半が過ぎた頃でした。

　スポーツの舞台で、少女をはじめ多くの人が
深い傷を負ってしまった出来事。少女の心の回
復を祈り、オリンピズムの根本原則に沿った、スポー
ツ本来の輝きを期待せずにいられません。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

●
大
分
県
職
員（
薬
剤
師
）

　
採
用
選
考
追
加
募
集

□
受
験
資
格

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

・ 

薬
剤
師
法
に
規
定
す
る
薬
剤
師
の
免
許
を
有

す
る
人
又
は
令
和
６
年
６
月
30
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な
い
人

・ 

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
の
採
用
に
応
じ
ら

れ
る
人

□
基
礎
能
力
試
験
・
適
性
検
査

　
11
月
20
日
㈪
～
12
月
３
日
㈰
ま
で
の
間

□
面
接

　
12
月
９
日
㈯
又
は
12
月
10
日
㈰

□
申
込
期
限

　
11
月
10
日
㈮
　
午
後
５
時
15
分

※ 

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
大
分
県
人
事
課
人
事
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

Information 11.１ 次回の広報ひた11月15日号は、11月１5日㈬に発送します。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

●
第
１
０
４
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
雨
漏
り
、屋
根
・
壁
・
床
等
の
傷
み

に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　
11
月
19
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

●
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所「
紅
葉
祭
」

前
夜
祭

□
と
き

　
11
月
18
日
㈯
　
午
後
３
時
～
８
時

紅
葉
祭

□
と
き

　
11
月
19
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※ 

両
日
と
も
に
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
り
。

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/
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■
対
象

　
小
・
中
学
生（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
募
集
数
　
各
20
人（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　 

電
子
申
請（
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
）又
は
電
話
で
申
込
み

■
申
込
開
始
　
11
月
２
日
㈭

問
博
物
館

　
☎
㉒
５
３
９
４（
ア
オ
ー
ゼ
３
階
）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

１
月
受
講
生
募
集

大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）で
は
、再
就
職
に
必
要
な

知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
た
め
、職
業
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
訓
練
期
間

　
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮
～
７
月
29
日
㈪

■
と
こ
ろ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分（
大
分
市
）

第
41
回

日
田
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

11
月
は「
子
供・若
者
育
成
支
援
推
進
強
調
月
間
」

子
供
・
若
者
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、青
少

年
健
全
育
成
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
18
日
㈯
　
午
前
10
時
か
ら

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
。

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
意
見
・
実
践
発
表

・
大
山
小
学
校

・
大
明
中
学
校

・
日
田
林
工
高
等
学
校

・
大
山
公
民
館

・
い
つ
ま
小
学
校
育
友
会

・
五
馬
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

■
発
表
に
関
す
る
指
導
助
言
者

　
大
分
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

　
教
授
　
清
國
祐
二 

氏

 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

11
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
は「
ど
ん
ぐ
り
ご

ま
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」で
す
。
秋
の
植
物
に

つ
い
て
学
ん
だ
あ
と
、ど
ん
ぐ
り
を
使
っ
た
ヤ

ジ
ロ
ベ
エ
や
コ
マ
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

■
と
き
　
11
月
18
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
２
回
目
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室
２

■
講
師

　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会

■
募
集
コ
ー
ス

① 

3D
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科

②
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

※
①
②
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
。

■
募
集
期
限
　
12
月
４
日
㈪

※
次
の
日
程
で
見
学
会
・
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

見
学
会

　
11
月
２
日
㈭
・
７
日
㈫
・
21
日
㈫

説
明
会

　
11
月
14
日
㈫
・
28
日
㈫

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
３
階
）

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集

国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校（
北

九
州
市
）で
は
、令
和
６
年
度
の
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
応
募
資
格

　 

身
体
障
が
い
、精
神
障
が
い
、知
的
障
が
い
、

発
達
障
が
い
、高
次
脳
機
能
障
が
い
、難
病

な
ど
の
あ
る
人（
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
募
集
科
目

①
3D
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

③
商
業
デ
ザ
イ
ン
科

④
Ｏ
Ａ
事
務
科

⑤
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科

※ 
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
音
声
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

⑥
総
合
実
務
科

※
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
が
対
象
。

⑦ 

職
業
開
発
科

※ 

精
神
障
が
い
、発
達
障
が
い
、高
次
脳
機
能

障
が
い
の
あ
る
人
で
作
業
系
訓
練
に
支
障
が

な
い
人
が
対
象
。

■
訓
練
期
間

　
１
年
間

※
②
は
２
年
間
、⑦
は
６
か
月
間
。

■
募
集
数

　
各
20
人

※ 

⑤
の
み
25
人
の
う
ち
、５
人
は
音
声
パ
ソ
コ

ン
コ
ー
ス
。

■
募
集
期
限

　
令
和
６
年
１
月
12
日
㈮

■
入
校
日

　
令
和
６
年
４
月
10
日
㈬

問
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
３
‐
７
４
１
‐
５
４
３
１

　
℻
０
９
３
‐
７
４
１
‐
１
３
４
０

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０（
市
役
所
１
階
）

大
分
県
農
薬
指
導
士

新
規
認
定
研
修
・
試
験

県
で
は
農
薬
の
安
全
使
用
・
適
正
販
売
を
推
進

す
る
た
め
、農
薬
や
病
害
虫
防
除
、関
係
法
令

等
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る「
大
分
県
農
薬
指

導
士
」を
育
成
し
て
い
ま
す
。
資
格
取
得
の
た

め
に
は
、研
修
受
講
と
試
験
合
格
が
必
要
で
す
。

■
申
込
期
限

　
12
月
14
日
㈭

■
研
修
日

　
令
和
６
年
２
月
６
日
㈫

■
試
験
日

　
令
和
６
年
２
月
13
日
㈫

※ 

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
）を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問�

大
分
県
地
域
農
業
振
興
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
６
６
１

　
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１（
市
役
所
３
階
）

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

試
験

▲過去に行った「科学実験」の様子


